
授業科目名／Course Title教職実践演習（高）

演習科目授業区分
／Regular or Intensive週間授業 授業方法

／Lecture or Seminar

対象学科／Department開講学期／Course Start2019年度／Academic Year　後期／Second
教職課程　教職に関する科目授業科目区分／Category月/Mon　3　,月/Mon　4開講曜限／Class period

T6717時間割コード／Registration
Code

必修・選択
／Mandatory or Elective選択

対象学年／Year 4年 単位数／Number of Credits2単位

前田　潤(学部),阿知良　洋平(学部),小島　晶夫(学部)担当教員名／Lecturer

連絡先（研究室、電話番号、電子メールなど）／Contact

オフィスアワー（自由質問時間）／Office hours

授業のねらい／Learning Objectives

これまで履修してきた教職に関する科目および教科に関する科目を踏まえ,教員として必要な知識・技能を補完する。

到達度目標／Outcomes Measured By:

教員として必要な知識・技能を理解し，実践的力を身に付ける。

授業計画／Course Schedule
総授業時間数：22.5時間

第１回 本授業ガイダンス及び学校等訪問のためのオリエンテーション
第２・３回 進学塾訪問
第４回 社会教育指導主事による講話Ⅰ－集団づくりの指導及び演習
第５回 社会教育指導主事による講話Ⅱ－社会教育とは？
第６・７回 学校訪問：中等教育学校
第８回 中等教育学校見学レポートによる討論
第９・１０回 学校訪問：高等学校
第１１回 高等学校見学レポートによる討論
第１２回 高校現職教員による講話－学校課題解決に向けた取組及び演習
第１３回 教頭先生による講話－「学校課題解決に向けた取組」及び演習
第１４回 模擬授業Ⅰ（物理，生物の学生は必須）
第１５回 模擬授業Ⅱ（数学・情報，化学の学生は必須）
※予定している学校等訪問は,本授業の定例の時間と異なる。
 上記の学校等訪問の時期は,訪問先の事情により，上記の授業計画の順番が前後するこ とがある。日程等は,授業中に適時,連絡する。

教科書／Required Text

参考書等／Required Materials

教科書・参考書に関する備考

成績評価方法／Grading Guidelines

履修上の注意／Please Note
教員免許（理科・数学・情報）の取得に必修。
再試験は行わない。不合格者は再履修とする。
教員メッセージ／Message from Lecturer
ミニレポートなどの提出物は，見やすいレポート（文字や書き方）を心がけること。内容はもちろんであるが，見やすいことがレポー
トの基本である。このことは，当然，レポートの評価に含まれる。
学習・教育目標との対応／Learning and Educational Policy
＜JABEEの学習・教育目標との関連＞
該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力

機械システム工学コースの学習・教育到達目標との対応
(A) 多面的考察力の修得
関連科目／Associated Courses

教育実習

備考／Notes

学校訪問の日程は,現在,交渉中のため,決定しだい,周知する。


